
（１）アンケート実施の主な目的

読書推進運動を中心とした図書館の諸活動を調査する事により、利用活性化に向けた図書館
サービスを考える（調査項目は参考資料参照）。

（２）アンケート回収率

アンケート回収数／アンケート送付数     253／351  （72％）

（３）読書推進運動のアンケート集計にあたって

  アンケートの集計を進めるうち、特に読書推進運動を実施していないと回答した図書館であっても、
項目９．授業連携および項目１０．利用活性化の取り組みのなかで、該当すると思われる活動が
見られた。
  そこで、アンケート全体から、委員が読書推進運動と認識した事項も含めることとした。さらに、
各館で実施されている読書推進運動は、多岐な活動内容を含んでいるため、以下のように
タイプ分けし、内容を大まかに把握できるようにした。

　○読書推進運動のタイプ分け

   Ａ）図書推薦タイプ

    ・Ａ１)リスト提示
         ・おすすめ本冊子（教員等）、図書館報等での推薦図書案内等

        ・Ａ２)資料提示
         ・展示、各種コーナー設置、選書ツアー（ブックハンティング）

   Ｂ）読書機会提供タイプ
         ・読書会・読み聞かせ会、１０分間読書（図書館内）

   Ｃ)目標設定タイプ

        ･Ｃ１）感想文・書評募集（コンクール）

        ･Ｃ２）貸出奨励
         ・貸出冊数等での褒賞等（具体的には読書マラソンなど）

        ･Ｃ３）単位取得
         ・授業による読書課題（レポートなども含む）

集計結果

設問１．図書館設置形態　および　設問２．読書推進運動の実施の有無

「読書推進運動」に関するアンケート集計報告

実施している 39 44 83

単独館 併設館 合計

計画中である 2 2 4

実施していない 91 75 166





設問５．開始時期

12

11

9

6

11

2

7

3

2

設問６．主催する部署

図書館独自 46

図書館（学部学科連携） 14

図書委員会 4

図書館（と他部署、学生課・就職課） 3

図書館と図書委員会等 3

短期大学部 2

図書委員会・メディア委員会（教員） 2

学生図書委員会 1

教員 1

公開講座・講演会連携 1

全体 1

図書館と学生ボランティア 1

図書館と教員 1

設問７．具体的な活動内容

読書推進プログラムの実施の有無 有 無 計 有 無 計 有 無 計

読書感想文（書評） 16 2 18 11 2 13 27 4 31

選書ツアー（ブックハンティング） 6 6 12 14 5 19 20 11 31

貸出奨励（貸出冊数等） 8 2 10 3 5 8 11 7 18

読書アンケート（学生のおすすめ本） 5 3 8 6 3 9 11 6 17

おすすめ本冊子（教員） 6 3 9 3 3 6 9 6 15

授業による読書課題（レポート含む） 0 6 6 0 7 7 0 13 13

講演会（作家その他） 1 0 1 2 3 5 3 3 6

図書館での１０分間読書 1 0 1 0 1 1 1 1 2

読書会・読み聞かせ会 2 0 2 0 0 0 2 0 2

閲覧室貸切り授業 0 1 1 0 0 0 0 1 1

＊展示、各種コーナー設置、七夕会、コンサート等の催し、図書館報等での推薦図書、
　 ガイダンス等を除く

2005

2009

2008

2007

2006

開始年度 件数

タイプ
合計

部     署 件数

2004

2003

2002

2010

単独館 併設館

B

B

A1,C1

A1

C3

A1

C1

A2

C2

B



設問８．読書推進運動の効果

件数

21

19

12

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8

5

設問９．授業連携　および　設問１０．利用活性化の取り組み

有 無 計 有 無 計 有 無 計

27 66 93 41 46 87 68 112 180

31 66 97 31 54 85 62 120 182

項目９．授業をとおしての推進

単独館

項目１０．利用活性化

併設館

読書習慣のある学生には効果があるが、そうでない学生への効果は薄い

余り効果がない

合計

読書推進プログラムの実施の有無

これからの検討課題、効果分析中

効          果

貸出冊数等増加、貸出率増

読書活動に効果有り（人数の増加、幅拡大、興味増加）

利用者増加、利用促進効果

文章力、コミュニケーション力の向上

図書館の認知・感心が高まる

あり

イベントとして認知

学生選書の本は利用率が高い

教員が学生のコメントを参考とする

学生同士のコミニュケーションの題材となる

大学のPR効果

読書傾向の把握

学びと自己形成支援に役立つ

利用者が長く滞在する



 

「読書推進運動」に関するアンケート集計報告 参考資料 
 

「読書推進運動」に関するアンケート 

                                          

                                   短期大学名：                           

                                   記入者名：                             

                                   電話番号：                             

                                   E-mail：                               

１．貴図書館について 

□ 短期大学単独館 

□ ４年制大学との併設館 

 

２．読書推進運動（プログラム）を 

□ 実施している    →    ３．へ 

□ 実施していない  →    ９．へ 

□ 計画中である    →    ３．へ 

 

３．読書推進運動（プログラム）の名称              

 

４．読書推進運動（プログラム）の意図・目的 

 

５．開始時期 

 

６．主催する部署（図書館独自、学部・学科との連携あるいは大学全体の取り組み等） 

 

７．具体的な活動内容 

 

８．読書推進運動（プログラム）の効果について 

 

○なお、上記の活動において使用した、パンフレット、チラシ、ポスター等があれば 

アンケートに同封してお送りください。また関連のホームページがあればURLを 

ご記入ください。 

URL: 

 

９．教員による本の紹介など、授業をとおした図書館利用推進の仕掛けがありましたら 

ご記入ください。 

 

１０．読書推進運動以外の図書館利用活性化のための取り組みがありましたらご記入 

ください。 

 




